
ツツジ属の種間交雑稔性と

　　　　　　　　雑種植物の生育について
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中村吉彦

　1　緒　　言

　本県の特産的花木であるサツキの苗木生産は

ほとんどが盆栽用であるが，その用途を庭木や

鉢花などに拡大する目的で，1963年から鹿沼分

場でサッキを中心としたツッジ属の育種事業が

行なわれ，その過程で若干の種間交雑を行った．

　　　　　　　　　　　5)
　ツッジ属は世界で600種以上，わが国には，
　10)

43種あるといわれ，種間雑種の育成が有効な育
　　　　　　　　　　　6)12)13)15）　　　　4）　7）　8)

種方法であることは多くの園芸書や報告など

から知られる．しかし種間雑種による育成種の

紹介は多いが，交雑の難易や雑種実生の生育に

ついての報告は少ないようである．筆者らは育

種事業の立場から，主としてわが国の自生種と

園芸種を主な材料とし，数種の外国種も加えて

追試するとともに新しい交雑も試みた．

　本試験の遂行に当って，　宇都宮大学森谷憲

教授，東京農業大学阿部定夫教授，園芸試験場

久留米支場田村輝夫室長の各位には供試材料の

分譲と指導助言を賜わり，永島五郎前場長，川

俣稔元分場長，杉本舜前分場長の各位には懇切

な御指導を戴いた．深く謝意を表する．

　II　材料および方法

　1．供試材料，24種1変種4雑種系を用いた．

以下に園芸上の分類にしたがって3群に大別し，

それぞれシリーズ（s），サブシリーズ（s．s．

）に分けて示し，種名の後の（）内に供試品

種数または系統数を示した．

　ツツジ群s．Azalea．s．s．Obtusロm，

サツキR．indicum（100〉，　　　マルバサツ

キR．eriocarpum（1），アザレアIndian　Hybrids

（25），キリシマR．obtusum（7），　ヤマツ

ッジR．Kaempferi（4），　　オオムラサキ

R．Oomumsaki（1），　　　　　平戸ツツジ

Hirado　Hybrids（ケラマツツジR．scabrumを

含む11），リウキウッッジR．mucronatum（3），

コメッッジR．Tschonoskii（1〉，以上の各種

は常緑ツツジ．

　s．s．Luteum　レンゲッッジR．japonicum

（2），ニオイツツジR．arborescens（1〉，

R．viscqsum（1），　　R．atlanticum　（1），

　S．S．Schlippenbachii　　　　オンツツジ

R．Wadanum（1〉，　　トウゴクミツバツツジ

R．warichii（1），　　　　コバノミツバツツジ

R．reticulatum（1），　　　　　　』　シロヤシオ

R．quenquefolium　（1），

s.s。CanadenseアカヤシオR．pentaphyllum(1）

以上は落葉ツツジ．・

　シャクナゲ群　s．Ponticum，

s．s．Caucasicum　　　　・ックシシャクナゲ

R．Mettemichii（1〉，　　アズマシャクナゲ

R．Metternichii・var．pentamerum（1），　ハ

クサンシャクナゲR．Fauriae（1），キバナシ

ャクナゲR．aurum（1），　s。s．Ponticum

R。catawbiense　Hyprids　（2），

s・，＆s。s　Fort㎜ei 曙香R・decorum Hybrid

（1）．

　星状毛群s，＆5．s．Triflorum

ヒカゲツツジ・R．Keiskei

　s，s。　Augustini　i　　　R．　augustini　i　（1）
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s．DauricumR。mucronulatumゲンカイツツジ

（1）．

　以上の材料は場内圃場またはポットに栽植し

たが，オンッッジ，シロヤシオ，アカヤシオ，

キバナシャクナゲの各種は花粉を庭生地などか

ら採取した．レ

　2．試験方法．交配は1963～’70年に行ない，

開花1～3日前の蕾を除雄し，袋がけをして3

～7日後に受粉し，2週間前後袋がけをした，

開花期の異なる交配組合せでは，花粉をシリカ

ゲルで乾燥貯蔵し，2週間以上におよぶ場合は

冷蔵庫に入れた．結覇果を10月下旬～12月上旬

に採り，乾燥貯蔵して翌春常法により山ゴケま

たは水ゴケを用いて播種し，ガラス室で管理し

た．1年間は播種箱で養成し，2年目以降は生

育に応じてビニールハウス，露地床，圃場等に

移したが，生長が劣るものは苗箱で養成した．

　種子粒数，発芽本数の調査は概数により，発

芽良否は良（60％以上），中（60～30％），否（

30％以下），不発芽とし，生育良否はサツキの

品種間雑種を基準に良（同等以上），中（や㌧

劣る），否（甚だ劣る），枯死とした，

　m　結果および考察

　各種とも品種，系統別に交配したが種単位に

累計した数値を第1表に示した．交配結果の中

には不稔や稔実不良が多かったが，原因不明の

ものはそのまま累計した．以下に園芸上の分類

と種の多少から，　常緑ツツジ，落葉ツツジ，

シャクナゲ群，星状毛群に大別して交配結果を

述べる．

　L常緑ツツジ×常緑ツツジ（妬1～12）

　本試験に用いたのは同シリーズに属する6種

2雑種系で，これらの種間交雑では稔実，発芽，

生育ともサツキの品種間交雑とほとんど変らな

い組合せが多かった．コメッッジ×サツキは例

外的で，稔実，発芽ともやや劣り，実生の生長

は甚だ劣り，初年目にほとんど枯死した．生存

した2組合せの3個体は，いづれも本葉2～5

葉が展開した後は葉ができず，茎の先端が小突

起状に楼化して生長が停止した．発芽後5年目

に1個体がほぼ正常な分枝を生じ，6年目に1

花が開花したが正常花とはみられなかった．

　　　　　　　の
　以上の結果は田村の研究結果とほぼ一致し，

異状生育は別として，成育の緩慢な組合せがあ

ることが報告されている．

　2．常緑ツツジ×落葉ツツジ（孤12－30）

　常緑ッツジ4種×レンゲッッジ（♂）は，組

合せによって結覇に良否はあったが充実した種

子が得られ，発芽も概して良かったが，実生は

いずれも白子または黄緑色で，発芽後間もなく

枯死した．サッキ×R．viscosum　も向様に白

子であった．なおこれらの交雑ではサツキ品種
　　　　ひ
の倍数性とは関係がなかった．サツキ×ニオイ

ッッジも同様に白子の組合せが多かったが，サ

ッキの品種によって淡緑色のものがあり，4倍

体の曙と万華系統は極く楼性ながらも3年間生

存した．サツキ×オンツツジは1965年交配の2

組合せが稔実し，実生は白子や淡緑色が多かっ

たが，サツキ星月夜系には緑色実生があり数個

体が生存した．この雑種は生育が緩慢で，奇形

葉の個体が多いが正常葉の2個体が1971年に開

花した．樹は伏性で葉は中間型夏葉は三ッ葉状

となりサッキに似た冬葉がある．花は小輪（4

～5cm）で花色はオンツツジに似る．その他の

交配は不稔または不発芽であった．

　サブシリーズの異なる交雑は一般に困難なこ
　　　　131　　　4）
とが知られ，野口は常緑ツッジ4種とレンゲッ

ッジの交配では透明または白子から緑色実生ま

で生じたととを報告し，田村は常緑ツツジ11種

と落葉ッツジ2種の交配が不稔や不発芽まだは

幼植物で枯死することを報告している．この群

の交雑で現在までに知られた雑種はR．canscens

　　　　　　　　131　　　　　　　　　　　1）
×　R．mucronatum，サッキ×キレンゲ，ニオ
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第1表『交雑試験結果（1963～1970年交配）

交　配　組 合　せ 交配 交配 結実 1果当り 発芽 生育，その他姦
母 父 年次 花数 果数 種子粒数 良否

1 サ　　ッ　　キ　　43 サ　　ッ　　キ　　35 38～40 352 201 ll～1，200 良（不〉 良，3～5年で開花

2 〃　　　　　19 アザ　レア　　10 39～42 195 111 ・1～　・600 良（不） 良，耐寒性弱

3 〃　　　　　5 キ　リ　シマ　　2 42 30 20 ZOO～1，200 良 良，3年で開花始

4 〃　　　　　1 マルバサッキ　　1 42 5 4 200－1，000 良 良，同上

5 〃　　　　　4 平戸ツツジ　　9 40．42 97 34 10～300 良（否） 良，同上

6 アザレア　　9 キリシマ　　＊　6 40．41 148 95 50～600 良（否） 良，耐寒性弱

7 〃　　　　　9 ヤマツツジ　＊　4 40．41 210 82 4～500 良（中） 良，同上

8 〃　　　　　3 平戸ツツジ　　2 40．41 31 16 100～150 良 良

9 〃　　　　　2 リ　ウ　キ　ウ　　　1 41 32 12 100～800 良 良

10 ヤマツツジ　　　1 平戸ツツジ　　1 42 12 6 17～　75 中 良

11 コメツツジ　　　1 サ　　ッ　　キ　　2 39 19 13 1～　15 中 否，梢端異常，媛化

12 サ　　ツ　　キ　　26 レンゲッッジ　　　2 38～42 442 193 1－400 良（否） 白子

13 ヤマツツジ　　　1 ノ・　　　　　2 39－40 130 70 10～200 良 白子

14 リ　ウ　キウ　　1 〃　　　　　1 38．39 52 5 ，5～　30 良（不） 白子

15 オオムラサキ　　1 〃　　　　　1 39 4 0
16 レンゲツツジ　　2 サ　　ッ　　キ　　2 40 17 0
17 ノノ　　　　　1 アザレア　　1 40 12 0
18 ノノ　　　　　1 キ　リ　シマ　　1 38 31 0
19 〃　　　　　　2 ヤマツツジ　　　1 38．40 60 0
20 ”　　　　　1 リ　ウ　キ　ウ　　2 39．40 33 0
21 ’・　　　　　1 モチッッジ　　　1 40 6 0
22 サ　　ツ　　キ　　　3 オンツツジ　　　2 40．42 25 15 5～300 良 白子一緑色実生

23 ”　　　　　1 トウゴクミッバ　1 42 6 1 16 不

24 ”　　　　　1 コバノミツバ　　　1 42 7 0
25 ヤマツツジ　　1 オンツツジ　　　1 40 13 0
26 サ　　ツ　キ　　2 アカヤシオ　　　1 40．42 12 1 4 不

27 アザレア　　2 ”　　　　　1 40 23 4 5～　30 不

28 キ　リ　シマ　　1 ’ノ　　　　　1 40 40 9 15～　50 不　．

29 サ　　ツ　　キ　　18 ニオィツツジ　　　1 40～42 301 53 1～200 良～否 白子～淡緑，枯死

30 ”　　　　　1 Viscosum　　　1 44 9 2 2～　3 良 白子

31 レンゲツツジ　　2 レンゲツツジ　　2 39．40 46 20 100～i200 良～中 良

32 ”　　　　　2 オン、ツツジ　　　1 42　． 55 0
33 ノノ　　　　　2、 トウゴクミッバ　2 39．42 79 0
34 ”　　　　　1 マバノミツバ　　1 42 99 0
35 ”　　　　　2 アカヤシオ　　　2 40．42 124 0
36』 ”　　　　　1 シロヤシオ　　2 38．39 10 0
37 トウゴクミッバ　1 オンツツジ　　　1 40 23 19
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」

交　　配 組　　合　　せ 交配 交配 結実
1果当り 発芽 生育，その他孤

母 父』『 年次 花数 鵜 種子粒数 良・否

38 ニオィツツジ　　1 レンゲツツジ　　　1 41 5 5 50～200 良 良，3年目から開花

39 viscosum 〃　　　　　2 45 7 7 50－200 良 良，

40 atlantic6m 〃　　　　　2 45 10 10 50～200 良 良，

41 サ　　ッ　　キ　　15 アズマシャクナゲ1 39．42 96 20 3－2ρ0 中一不 白子～緑色実生，生斉

42 〃　　　　　3 ハクサンシャクナゲ1 41 21 0
43 〃　　　　　6 キバナシャクナゲ1 ．40．42 99 11 1－100 良一否 白子～緑色実生，楼性

44 〃　　　　　3 catawbiense　2 40，42、 35 10 3－100 中，否 同上　　　　　同上

45 〃　　　　　5 曙　　　香　　1 41．42 42 19 2～250 否（良） 同上　　　　　高性

46 〃　　　　　5 xanthos．　　　1 44 49 1 5 否 否，1個体生存

47 ア　ザ　レア　　6 アズマシャクナゲ1 41．42 70 7 15－100 否 白子，

48 ’・　　　　　8 曙　　　香　　2 41 105 15 10－300 否 臼子，

49 キ　リ　シマ　　3 アズマシャクナゲ1 40．42 89 4 10～　20 不

50 〃　　　　　2 曙　　　香　　1 41 21 0
51 ヤマツツジ　　　4 アズマシャクナゲ2

39．40
42
218 37 4－　60 不 1本のみ発芽・枯死

52 リ　ウ　キ　ウ　　1 ’・　　　　　1 39 19 0
53 オオムラサキ　　1 〃　　　　　1 39 18 0
54 平戸ツツジ　　1 曙　　　香　　1 41 20 0
55 ツクシシャクナゲ1 サ　　ッ　　キ　　　1 41 10 0
56 〃　　　　　　1 ア　ザ　レア　　1 41 5 4 2～　　8 良 否，2本生存，未開花

57 サ　　ッ　　キ　　3 ヒカゲッッジ　　　1 39～41 25 5 2－　20 良，中 白子多，1本生存

58 ’〆　　　　　2 ゲンカイッッジ　1 39．42 18 ．1 20 不

59 〃　　　　　1 augs血ii　　1 40　、 5 0
60 アザレア　　2 ヒカゲツツジ＊　1 40．41 49 0
61 〃　　　　　3 augstinii　　1 40 23 6 50－300 不
62 ヤマツツジ　　　2 ヒカゲツツジ＊　1 40 51 0
63 〃　　　　　　2 ゲンカイツツジ＊　1 40．42 46 3 80－100 否 白子多，1本生存楼性

64 リ　ウ　キ　ウ　　2 ヒカゲツツジ＊　2 38～40 40 3 1－　15 不

65 ゲンカイツツジ　．1 リ　ウ　キ　ウ　　1 40 10 1 10 不

66 〃　　　　　1 平戸ツツジ　　1 42 6 0
67 アズマシャクナゲ1 レンゲツツジ＊　2 39 50 9 150－250 良 白子～緑色，相反不稔

68 ヒカゲツツジ　　2 〃　　　＊　2 40．42 15 0
69 ゲンカイツツジ　1 ’・　　　＊　2 40．42 30 0
70 〃　　　　　1 コバノミツバ　　　1 42 13 0
71 ニオイツツジ　　1 曙　　　香　　1 41 5 1 30 否 自子，緑色，1本生存

72 アズマシャクナゲ2 ヒカゲツツジ＊　1 39．42 13 4 100－250 良 淡緑，緑色，1本生存

73 〃　　　　　　1 ゲンカイッッジ　　1 40’ 15 9 50～200 中 白子～緑色，2本生存

74， ヒカゲッッジ　　　1 〃　　　　　1 40 3 3 50 否 淡緑，2年目枯死

75 アズマシャクナゲ1 曙　　　香　　1． 44 5 3 100 中　』 白子少数，生育良

注）種名に続く数字は品種・系統数．
　　＊印は相反交雑を含む．
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　　　　　　　ン
イツツジ×サツキの各1例づつである．

　3．落葉ツツジ×落葉ツツジ（孤31～40）

　レンゲッッジを母親にした種間交雑は全部不

稔であったが，同サブシリーズのニオイツツジ

とその近縁種を母にレンゲッッジを交配した組

合せ（孤38～40）は，稔実，発芽，初期生育と

もに正常であった．ニオイッッジ×キレンゲの

雑種は生育がよく，3年目（1970）から開花し，

花は両親の中間型で芳香があった．この雑種は

諸形質が比較的整一で，F1品種として有望と思

われる．トウゴクミッバツツジ×オンッツジも

同じサブシリーズの交配で比較的よく稔実し，

発芽は悪く不揃いであったが，雑種の生育はよ

く5年で数拾cmに達し露地で生育している．

　4　常緑ッッジ×シャクナゲ群（41～56）

　一般に不稔が多く，結覇しても種子数が少な

く発芽も悪かった．実生はどの組合せでも白子

から緑色まで混生し，区分キメラ状の斑入りも

みられ，発芽後の枯死が多かった．

　サツキ×アズマシャクナゲは4組合せの雑種

が得られたが，4倍体と思われるサツキ紅傘を

母とした系統の生育がよく5年目（1970）から

開花したが，2倍体品種の系統は楼性で開花も

6年目（1971）となった．紅傘系の雑種は一葉

の生存年数，葉型などが両親の中間で，花は紅

傘型のものと，シャクナゲに近いものとがあっ

た．2倍体品種の系統にも比較的生育のよい個

体があるが正常な開花ではなかった．サッキ×

キバナシャクナゲは泰平（4x）系が生存し，

楼性で基部からの分枝が多く，1個体が開花し

たが，大輪の臼色花であった．サツキ×曙香で

は万上の月（4x？）系が生存し，雑種は立性

で生育よく，花はサツキ型と中間型とがあった．

ックシシャクナゲ×アザレアも2個体生存した．

以上の雑種の中には楼性のアザレオデンドロン

として有望な個体がある．

　この群の交雑種は筆者らが調べた限りでは，

　　　タ
2品種が記載されているのみで，交雑の困難な

ことがうかがわれる．筆者らが比較的多くの雑

種を得たのは交配親にサツキの4倍体品種とそ

の系統を用いたためとも思われるが，4倍体品

種でも交雑不稔や白子の組合せがあり，必らず

しも好結果が得られるとは云えない．

　5．常緑ツツジ×星状毛群（57～66）

　一般に結繭率が甚だ低く，わずかに結萌して

も種子数が少ないものや不発芽が多く，実生は

白子が多かった．サッキ×ヒカゲツツジは1964

年の交配が結繭（5花で41覇〉し，40粒の種子

を得た．発芽も良かったが実生は白子から淡緑

色で生長が悪く，次第に枯死して3年目には1

個体となった．雑種は極く楼性（約10cm）で6

年目に小輪の白色花を着けた．他の年次では1

花が結実したが，実生は全部枯死した．ヤマッ

ッジ×ゲンカイッッジ（♂）は不稔で，相反交

雑はよく結覇（4花で3蕩）し種子も多かった

が発芽は悪く，実生は白子と淡緑色で1個体が

生存した．この雑種も極く倭性で未開花である．

両雑種とも若葉に星状毛がある．
　　7）
　田村はサツキなど常緑ツツジ4種とヒカゲッ

ッジを交配し，いずれも不稔であった．

　6．シャクナゲ群×落葉ッッジ（孤67～68）

　アズマシャクナゲ×キレンゲ（♂）は稔実（

12花で9蒲），発芽とも良かったが，実生は白

子から緑色まで変異し斑入りも混生した．雑種

は両親の中間型の常緑樹で，萌芽前の梢端に十

数花がくす玉状に咲き，花色は淡紅色で心紋（

ブロッチ）が黄を帯びる．この相反交雑は不稔

　　　　　　の
であった．田村はックシシャクナゲ×レンゲツ

ツジで同様の結果を報告している．ニオイッツ

ジ×曙香は稔実，発芽とも悪く，実生は自子が

混生し，初期生育もやや劣ったが，1個体の雑

種が得られ1971年に開花した．雑種はやや楼性

の中間型で，花は紫紅色の細弁であった．

　この群の交雑例は欧米で古くから行なわれ，
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第2表　ツツジ属の種間交雑親和性一覧

♀ 常緑ッツジ 落葉ツツジ
シャク

ナゲ群
星状
毛群

サアキヤオリ平コ レニビア　ト ツ　　ア ヒゲ

♂

　　　オ　　ー　　　マ　　　　月メ　ザリ　　ムウ
ツ　　　　ツ　　　　ツツ
　　　　ラ　レシ　　　　キ
　　　ツサ　　ツツ

ンオ　　トウ
　　ス　　　ラゴゲイ
　　コ　ンク
ツ　ツ
　　　チ　ミ
　　スツツ　　クツ

タ　ズ
シ　　マ

シ　　シ

ヤ　　ヤ

ク　ク

ナ　ナ

カ　ン

ゲカ
　イ
ツ
　ツ
ツ　ツ

キアマジキウジジ ジ　ジムムバ ゲ　ゲ ジジ

サ　　　ツ　　　キ ◎◎　　　　　　　○ ×④ ×？

ア　　ザ　　レ　　ア ◎　　◎◎ × ④　×

常 マ　ルバサッ　キ ◎

緑 キ　　リ　　シ　　マ ◎◎ ×

ツ ヤ　マ　ツ　ツ　ジ ◎ × ⑭ ④

ツ 平戸　ツ　ツ　ジ ◎◎　　◎ ×？

ジ オ　オ　ム　ラ　サキ ◎

リウキウツツジ ◎ × ×？⑭

モ　チ　ツ　ツ　　ジ X

レ　ンゲツ　ツ　ジ △　　　　△×？△ ◎◎◎◎ ④ ×　X

落
ニ　オ　イ　ツ　ツ　ジ ④

葉
viscosum △

ツ
オ　ン　ツ　ツ　ジ ④　　　　× ×　　　　◎

ツ
トウゴクミッバ ⑭ ×

ジ
コ　バノ　ミ　ツバ ×？

× ×

シ　ロ　ヤ　シ　オ ×

ア　カ　ヤ　シ　オ ⑭⑭⑭ ×

ックシシャクナゲ ×？

シ アズマシャクナゲ ④④⑭⑭×× × ×？

ヤ

ク ハクサンシャクナゲ ×？

ナ
ゲ
キバナシャクナゲ ④

群 catawbiense ④

曙　　　　　　香 ④④×　　　　　× ④ ◎

星 ヒ　カゲ　　ツツジ ④×？　×　　⑭ × ○
、
状
毛
augstinii ×？⑭

群 ゲンカイツツジ ⑭　　　④ × ④ O
凡例　◎（1）交雑容易，健全実生　④（3）可稔，白子緑色実生混生　⑭（5〉可稔，不発芽

　　O（2）可稔，生育不良　　　　△（4）可稔，白子実生　　　　　　×（6）不稔　　？要再検討
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アザレオデンドロンの大部分を占めるが，交雑

や実生養成が困難なためか，近年の育成種はな

い．

　7．星状毛群×落葉ツツジ（69～71）

　レンゲツッジとヒカゲッッジおよぴゲンカイ

ツッジとの交配は正逆交雑とも不稔で，ゲンカ

イッッジ×コバノミッバッッジも不稔であった．

これらの交雑育種の例は見当らず，交雑は困難

といえる．

　8。シャクナゲ群×星状毛群（72～73）

　アズマシャクナゲ×ヒカゲッッジ（♂）は1964

年交配が稔実，発芽ともに良かった．実生は淡

緑色で生育悪く，次第に枯死して生存している

1個体も極く楼性である．相反交雑は不稔であ

った，アズマシャクナゲ×ゲンカイツッジも比

較的よく稔実したが発芽は悪く，実生は白子か

ら緑色まで混生した．緑色実生の生育は緩慢で

次第に枯死し，2個体のみが生存してその1個

体は5年目に開花した．雑種は両親の中問型で，

花はゲンカイッッジに似ている．

　シャクナゲ群と星状毛群は交雑が不可能とし

て知られていたが，　1937年にシャクナゲ群の

R．griersonianumと星状毛群のR．dalhousiae
　　　　　　　　の
の交雑からGrierdalが育成された．　しかし

その後は育成種の報告がなく，　その意味で筆

者らの育成した細種は貴重なものといえる．

　9．その他（孤74～75）

　ヒカゲッッジ×ゲンカイッッジはシリーズが

異なる交配で，稔実はよかったが発芽は悪く，

実生は淡緑色で，2年目に枯死した．星状毛群

の種間交雑では不稔から正常なものまであるこ

　　　　　　　　のとが知られている．

　アズマシャクナゲ×曙香もシリーズの異なる

交配で白子が少数混生したが実生は生育のよい

ものが多い．欧米ではシャクナゲ群の育種が旺

　　　　　　　　　　　　　　　9）1⑤
んで，これらと類似の交雑種の例が多い．

　lV　まとめ
　以上の結果からッッジ属の交雑親和性を交雑

稔性と雑種実生の生育から大別すると次の6段

階に区分される．

1　交雑が容易で実生の生育も健全なもの．

2　交雑稔性は組合せによって異なるが可稔で，

　実生は緑色であるが生育不良なもの．

3　交雑稔性は同様に可稔であるが，実生は白

　子，淡緑色，斑入り，緑色などが混生し枯死

　が多く，生存個体も初期生育が悪いもの．

4　交雑稔性は同様に可稔で，実生は白子また

　は黄緑色で生育しないもの．

5　交雑稔性は低く，種子は不発芽のもの．

6　結覇しないか，しても不稔のもの．

　　　　　マン
　以上は田村が五段階に分けたのをさらに細分

したもので，この区分にしたがって交雑結果を

整理したのが第2表である．

　ツツジ属の種間交雑育種における障害は，不

稔のほかに白子や斑入り，生育不良の実生を生

ずる組合せが多いことである．こうした雑種の

致死的現象は他の植物でもみられ，遺伝学的に

は主働遺伝子または補足遺伝子によることが知

　　　　のられている．今後，種間雑種による育種効果を

高めるには，詳細な遺伝的研究と共に，致死的

作用を回避する手段についても研究されなけれ

ばならないであろう．

　V　摘　　要

　1．この報告は，鹿沼分場におけるツツジ属

の育種事業の中で実施した種間交雑について，

1963年から1971年春までの結果をとりまとめた

ものである．

　2。常緑ツツジの種間交雑は，稔実，発芽，

生育ともよかったが，例外も1組合せあった．

　3．常緑ツツジと落葉ツツジの交雑は，不稔，

不発芽，白子実生などが多かったが，サッキ×

オンツツジの雑種は例外的に生育した．

一　101　一

一一一－



　4．落葉ッッジの種間交雑では同じサブシリ

ーズのニオイッッジ×レンゲッッジ，トウゴク

ミツバ×オンツッジの生育がよかった．

　5．常緑ツツジとシャクナゲ群の交雑は不稔

が多く実生は白子や淡緑が混生し，幼植物の枯

死が多かったが，サッキとアズマシャクナゲ，

キバナシャクナゲ，曙香などの雑種が生育した．

　6．常緑ツツジと星状毛群の交雑では，サツ

キ×ヒカゲッツジ，ヤマッッジ×ゲンカイツツ

ジで，それぞれ1個体づつ雑種が生存した．

　7．アズマシャクナゲXキレンゲは白子や斑

入りが混生したが，生育のよい個体が多く，ニ

オイツツジx曙香でも雑種が得られた．

　8．レンゲッッジとヒカゲッッジおよびゲン

カイツツジは不稔で，アズマシャクナゲとヒカ

ゲツツジおよびゲンカイツツジでは雑種が得ら

れた．アズマシャクナゲ×曙香の実生もよく生

育している．
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「

ツツジ属の種間交雑稔性と

　　　　　　　　雑種植物の生育について

赤羽　勝・山中昭雄6［高島大典・中枝　健

中村吉彦

　1　緒　　言

　本県の特産的花木であるサツキの苗木生産は

ほとんどが盆栽用であるが，その用途を庭木や

鉢花などに拡大する目的で，1963年から鹿沼分

場でサッキを中心としたツッジ属の育種事業が

行なわれ，その過程で若干の種間交雑を行った．

　　　　　　　　　　　51

　ツッジ属は世界で600種以上，わが国には，

　の

43種あるといわれ，種間雑種の育成が有効な育

　　　　　　　　　　　6）1の1…勧15）　　　　4）　7）　8》

種方法であることは多くの園芸書や報告など

から知られる．しかし種間雑種による育成種の

紹介は多いが，交雑の難易や雑種実生の生育に

ついての報告は少ないようである．筆者らは育

種事業の立場から，主としてわが国の自生種と

園芸種を主な材料とし，数種の外国種も加えて

追試するとともに新しい交雑も試みた．

　本試験の遂行に当って，　宇都宮大学森谷憲

教授，東京農業大学阿部定夫教授，園芸試験場

久留米支場田村輝夫室長の各位には供試材料の

分譲と指導助言を賜わり，永島五郎前場長，川

俣稔元分場長，杉本舜前分場長の各位には懇切

な御指導を戴いた．深く謝意を表する．

　II　材料および方法

　1．供試材料，24種1変種4雑種系を用いた．

以下に園芸上の分類にしたがって3群に大別し，

それぞれシリーズ（s），サブシリーズ（s．s．

）に分けて示し，種名の後の（）内に供試品

種数または系統数を示した．

　ツツジ群s．Azalea．s．s．Obtusロm，

サツ！キR．indicum（100〉，　　　マルバサツ

キR．eriocarpum（1），アザレアIndian　Hybrids

（25），キリシマR．obtusum（7），　ヤマツ

ッジR．Kaempferi（4），　　オオムラサキ

R．Oomumsaki（1），　　　　　平戸ツツジ

Hirado　Hybrids（ケラマツツジR．scabrumを

含む11），リウキウッッジR．mucronatum（3），

コメッッジR．Tschonoskii（1〉，以上の各種

は常緑ツツジ．

　s．s．Luteum　レンゲッッジR．japonicum

（2），子オィツツジR．arb・r3scens（1〉，

R．viscqsum（1），　　R．atlanticum　（1），

　S．S．Schlippenbachii　　　　オンツツジ

R．Wadanum（1〉，　　トウゴクミッ〆ツツジ

R．warichii（1），　　　　コバノミツバツツジ

R．reticulatum（1），　　　　　　』　シロヤシオ

R．quenquefolium　（1），

sいs。CanadenseアカヤシオR．peぬt＆phyllumぐ1）

以上は落葉ツツジ．・

　シャクナゲ群　s．Ponticum，

s．s．Caucasicum　　　　・ックシシャクナゲ

R．Mettemichii（1〉，　　アズマシャクナゲ

R．Metternichii・var．pentamerum（1），　ハ

クサンシャクナゲR．Fauriae（1），キバナシ

ャクナゲR．aurum（1），　s。s．Ponticum

R。catawbiense　Hyprids　（2），

s・，＆s。s　Fort�oei曙香R・dec・rum砺brid

（1）．

　星状毛群s“，囮5．s．ITriflorum

ヒカゲツツジ・R．Keiskei

　s，s。　Augustini　i　　　R．　augustini　i　（1）
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